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129．カテーテル型半導体検出器による頭頸部

　　　悪性腫瘍の診断
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　頭頸部悪性腫瘍症例について組織レベルでの腫瘍判定

を行うため，32P　400μCiを静注したのちカテーテル型

半導体検出器で組織内32Pを測定し，更にその結果を可

及的に病理組織学的所見と対照した．

　症例は悪性腫瘍14例，良性腫瘍3例で我々はこの方法

を初期の質的診断，手術野における切除範囲の決定，再

発腫瘍の確認等に利用することを考えてその診断学的可

能性を検討した．

　測定結果は悪性腫瘍症例における病巣部の32P摂取率

が健常部組織の1．3～3．0倍で本検査により両者の判別は

出来うると思われたが良性腫瘍にはこのような傾向がみ

られなかった．

　本検査法は腫瘍に対する侵襲がないこと，同時に多く

の部位の組織判定が簡単にできること等の利点があり今

後この方法を試験切除の補助的手段として腫蕩の診断治

療の過程に取り入れることによりなお一層の治療効果が

期待できる．
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130．カテーテル型半導体放射線検出器による
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　〔目的〕胃癌の診断に用いられる癌親和性核種とし

て，32P－phosphate，67Ga－citrateなどの胃癌診断への

意義については，カテーテル型半導体検出器（CASRAD）

によるin　vivo測定の立場から，既に本学会に報告して

来た．一般に核種はγ線，β線の何れかに属し，測定は

in　vivOで行われる．したがって，検出器の腫瘍部位へ

の密着性および近接臓器からのbackgroundの増加な

ど，測定結果に好ましくない影響を与えることが考えら

れる．すなわち，現在使用しているCASRADは原理的

に検出器側面にも感度を有し，腫瘍組織への検出器受感

面の「めり込み」の変化による検出器の見込む立体角の

増減，さらには近接臓器からの放射線のとび込みなどで

計数値に著しい誤差を生じさせる危険性がある．このよ

うな影響を明確にし，診断率の向上を期するためには，

in　vivo条件下で近接する臓器へのRIのuptakeおよ

び検出器の圧着の程度などを定量的に検討する必要があ

る．

　〔方法と結果〕家兎の胃粘膜下に移殖したVXz癌の

病巣部と健常部とのuptake　ratioおよび最適集積時間

をβ線核種である32P－pyrophosphate，32P－phospha－

te，および99mTc・－Tc，99mTc－Bleomycin，57Co－Ble－

omycinなどのγ線核種を用いて，　CASRADによりin

viVO，あるいは摘出胃について検討した．またβ線，γ

線核種のin　viVO条件下での比較検討を試みるため諸種

の実験条件下でのsimulationを行い，検出器の腫瘍部

位への密着性および近接する各臓器の幾何学的位置関係

などが与える計数値変動の情報を得た．この結果，肝に

多く集積するようなγ線核種は胃のbackgroundを高

め，胃癌の診断には適切でないことが判った．
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